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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

˙市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
˙市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
˙市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！
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おしえて！　子ども・子育て支援おしえて！　子ども・子育て支援おしえて！　子ども・子育て支援
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水城公園ＳＬ水城公園ＳＬ水城公園ＳＬ
すいすいすい じょうじょうじょう こうこうこう えんえんえん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　今
こん

月
げつ

は、水
すい

城
じょう

公
こう

園
えん

内
ない

に展
てん

示
じ

されているＳＬを紹
しょう

介
かい

するよ。
このＳＬの名

な

前
まえ

は「Ｃ5726」号
ごう

で、旅
りょ

客
かく

用
よう

列
れっ

車
しゃ

として昭
しょう

和
わ

13
年
ねん

に製
せい

造
ぞう

された蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

車
しゃ

です。

　昭
しょう

和
わ

46年
ねん

に引
いん

退
たい

しましたが、ちょうどその年
とし

にＪＲ行
ぎょう

田
だ

駅
えき

が開
かい

業
ぎょう

5周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えたことから、その記
き

念
ねん

として、当
とう

時
じ

の
国
こく

鉄
てつ

（現
げん

在
ざい

のＪＲ東
ひがし

日
に

本
ほん

）の協
きょう

力
りょく

をいただき展
てん

示
じ

することに
なったんだ。引

いん

退
たい

までに走
はし

った距
きょ

離
り

は約
やく

3百
びゃく

万
まん

キロメートル。
地
ち

球
きゅう

を約
やく

74周
しゅう

したのと同
おな

じ距
きょ

離
り

というから驚
おどろ

きだよね。

　今
いま

では、行
ぎょう

田
だ

のシンボル的
てき

存
そん

在
ざい

としてみんなに親
した

しまれて
いるよ。 ※管理者の許可を得て撮影しています。

 9月10日、群馬県上野村で行田市保健協力会の会員12
人がノルディックウォークを楽しみました。北欧フィンランドでスタ
ートしたこのスポーツは、2本の専用ポールを使用して歩行運動を行
うもの。この日は、ガイドの方に案内してもらい、集落や山間の小道
を散策しました。参加者は、緑あふれるきれいな景色を眺めながら、
さわやかな汗を流していました。

　

古
墳
時
代
前
期
(
4
～
5
世
紀
前
半
)
に
市

内
で
開
発
が
進
み
、
田
畑
の
規
模
が
大
き
く
な

る
と
、
水
を
引
く
た
め
に
川
に
堰せ

き

を
設
け
、
水

路
を
掘
る
な
ど
の
大
規
模
な
土
木
工
事
が
必
要

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
工
事
を
行
う
に
は
、

多
く
の
労
力
が
必
要
で
、
必
然
的
に
人
々
を
ま

と
め
る
指
導
者
が
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
指
導
者
が
、「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」
9
月

号
で
紹
介
し
た
よ
う
な
水
に
関
わ
る
祭
祀
な
ど

も
執
り
行
っ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

生な
り

業わ
い

面
と
精
神
面
の

両
面
か
ら
人
々
を
掌

握
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
指
導
者
は
、
や

が
て
富
を
蓄
え
、
貧

富
の
差
、
身
分
の
差

が
現
れ
始
め
ま
す
。

　

こ
の
身
分
の
差
が

明
確
に
現
れ
る
の
が

方ほ
う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

と
呼
ば

れ
る
、
指
導
者
層
の

家
族
墓
と
考
え
ら
れ

て
い
る
墓
の
出
現
で

す
。
方
形
周
溝
墓
は
、

正
方
形
や
長
方
形
に

墓
の
周
囲
を
溝
で
区

画
し
て
、
そ
の
内
部

や
溝
の
中
に
遺
体
を

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

身
分
の
差
の
始
ま
り

行田

歴
史
系
譜

7

235

埋
葬
す
る
家
族
墓
で
、
区
画
内
を
１
メ
ー
ト
ル

前
後
盛
土
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

方
形
周
溝
墓
は
、
弥
生
時
代
前
期
(
約

2
千
5
0
0
年
前
)
に
近
畿
地
方
で
出
現
し
、

古
墳
時
代
前
期
に
は
日
本
各
地
に
築
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
市
内
で
は
、
弥
生
時
代
中
期

(
約
2
千
年
前
)
に
小
敷
田
遺
跡
(
小
敷
田
)
で

県
内
最
古
の
方
形
周
溝
墓
が
築
か
れ
、
古
墳
時

代
前
期
に
な
る
と
文
珠
前
遺
跡
(
白
川
戸
)、
高た

か

畑ば
た
け

遺
跡
(
下
忍
)、
武む

良ら

内う
ち

遺
跡
、
鴻こ

う

池ち

遺
跡
(
共
に
樋
上
)、
陣
場
遺
跡
(
渡

柳
)、
小
針
遺
跡
(
小
針
)
な
ど
市
内

各
地
で
築
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市
内
の
方
形
周
溝
墓
は
溝
が
全
周
す

る
、
一
部
が
切
れ
る
、
四
隅
が
切
れ

る
な
ど
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
大
き
さ

も
約
9
～
26
メ
ー
ト
ル
と
差
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
土
器
が
供
え
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
な
お
、
鴻
池

遺
跡
の
方
形
周
溝
墓
か
ら
は
、
土
製

釧く
し
ろ

(
腕
輪
)
が
出
土
し
て
お
り
、
希

少
な
装
身
具
を
所
持
で
き
る
人
物
の

墓
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
方
形
周
溝
墓
を
築
い
た

指
導
者
の
中
か
ら
、
多
く
の
集
落
を

ま
と
め
る
指
導
者
が
生
ま
れ
、
次
第

に
地
域
を
治
め
る
豪
族
へ
と
成
長
し

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
(
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
)

小針遺跡の方形周溝墓


